


        

 

   

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【アアククセセスス】】  来来客客用用のの駐駐車車場場ははあありりまませせんんののでで、、公公共共交交通通機機関関ででごご来来場場くくだだささいい。。  

  ・・広広島島駅駅かからら  

【【ババスス】】広広島島ババスス「「3311号号（（翠翠町町））線線」」ににてて  

「「県県立立広広島島大大学学前前（（広広島島キキャャンンパパスス））」」下下車車、、徒徒歩歩 11分分  

【【市市内内電電車車】】［［55］］広広島島港港（（宇宇品品））行行ききににてて「「県県病病院院前前」」  

下下車車、、徒徒歩歩 77分分  

  ・・ババススセセンンタターー（（紙紙屋屋町町かからら））  

【【市市内内電電車車】】［［11］］［［33］］広広島島港港（（宇宇品品））行行ききににてて「「県県病病院院前前」」  

下下車車、、徒徒歩歩 77分分  

  ・・広広島島港港かからら  

【【市市内内電電車車】】［［11］］［［55］］広広島島駅駅行行ききままたたはは［［33］］広広電電西西広広島島  

（（己己斐斐））行行ききににてて「「県県病病院院前前」」下下車車、、徒徒歩歩 77分分  

  ・・八八丁丁堀堀かからら  

【【ババスス】】広広電電ババスス「「1122号号線線（（仁仁保保沖沖町町））」」ににてて「「県県立立広広島島大大学学前前（（広広島島キキャャンンパパスス））」」下下車車、、徒徒歩歩 11分分  

 

今からおよそ 180 年前、『厳島絵馬

鑑』という本が刊行されました。 

この本は、当時嚴島神社の社殿・廻

廊に掛けられていた絵馬を模写し、

寸法や筆者、解説などをまとめたも

のです。 

この企画展示では、『厳島絵馬鑑』

に掲載されている絵馬や、現在、宮

島の千畳閣に掛けられている絵馬

を紹介します。 

 

 

 

 いま、見つめる－ 
 

－鑑
かがみ

にうつされた思いを 
 

「児持山姥之図」（『厳島絵馬鑑』巻二）  

「御管絃船之図」（『厳島絵馬鑑』巻四）  


